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佛
教
大
学
教
授

植
村
善
博

う
え
む
ら
　
よ
し
ひ
ろ
　
一
九
七
一
年
立
命
館

大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。博
士（
文
学
）。

著
書
に
『
比
較
変
動
地
形
論—

プ
レ
ー
ト
境

界
域
の
地
形
と
第
四
紀
地
殻
変
動
』『
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ア
メ
リ
カ
比
較
地
誌
』
な
ど
。

世
界
の
経
験
に
学
ぶ
―
―
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
　
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
地
震

震
災
復
興
と
二
一
世
紀
型
都
市
へ
の
挑
戦

東
日
本
大
震
災
の
直
前
に
大
地
震
の
被
害
を

受
け
た
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
。

そ
の
復
興
計
画
に
は
新
し
い
街
の
姿
が
現
れ
て
い
る
。

　

震
災
か
ら
一
周
年
の
二
月
二
二
日
、
Ｃ
Ｔ
Ｖ
ビ
ル
に
近
い
ラ
テ
ィ
マ
ー

広
場
で
追
悼
式
典
が
催
さ
れ
、
キ
ー
首
相
は
『
永
遠
に
心
に
刻
む
日

で
あ
り
、
必
ず
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
を
復
興
さ
せ
る
』
と
政
府
の
決

意
を
語
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
九
月
の
ダ
フ
ィ
ー
ル
ド
地
震
以
降
、
本
地

域
で
は
急
激
に
地
震
活
動
が
活
発
化
し
、
一
一
年
二
月
の
地
震
を
は
じ

め
六
月
一
三
日
地
震
な
ど
が
多
発
し
て
き
た
。

　

花
と
緑
の
美
し
い
歴
史
都
市
と
し
て
人
気
の
高
い
ク
ラ
イ
ス
ト

チ
ャ
ー
チ
市
は
大
き
く
破
壊
さ
れ
た
。
死
者
一
八
一
名
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
（
Ｎ
Ｚ
）
自
然
災
害
史
上
二
番
目
に
多
く
、
二
回
の
地
震
に
よ
る

被
害
総
額
は
約
一
五
〇
億
Ｎ
Ｚ
ド
ル
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
八
％
に
あ
た
る
。
東

日
本
大
震
災
で
は
五
％
程
度
と
推
定
さ
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は

震
災
後
に
国
の
地
震
保
険
や
新
建
築
基
準
、
ユ
ニ
ー
ク
な
復
興
計
画

な
ど
を
実
現
し
て
き
た
歴
史
を
も
つ
。
本
稿
で
は
二
月
二
二
日
の
ク
ラ

イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
地
震
の
被
害
と
発
生
要
因
、
復
興
計
画
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

活
断
層
上
の
街
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ

　

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
三
八
万
人
に
達
す
る
Ｎ
Ｚ
第
二
の
大
都
市

圏
を
も
ち
、
南
島
最
大
の
行
政
、
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
中
枢
機

能
を
も
つ
（
図
１
参
照
）。
一
八
五
〇
年
か
ら
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
協
会
に
よ

る
開
拓
が
エ
イ
ボ
ン
川
河
畔
地
帯
に
進
め
ら
れ
、
一
辺
約
一・二
㎞
の
タ

ウ
ン
シ
ッ
プ
が
設
定
さ
れ
た
。
以
後
、
イ
ギ
リ
ス
圏
か
ら
の
移
民
が
増

え
、
彼
ら
の
価
値
観
を
反
映
し
た
都
市
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
き
た
。

大
聖
堂
を
中
心
に
赤
レ
ン
ガ
の
建
物
が
点
在
し
、
並
木
や
公
園
の
多
い

落
ち
着
い
た
都
市
景
観
を
つ
く
り
、
毎
年
二
月
の
花
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル

は
国
際
的
に
人
気
が
高
い
。
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都
市
域
は
ワ
イ
マ
カ
リ
リ
川
右
岸
の
沖
積
平
野
に
位
置
し
、
地
形

は
西
か
ら
東
へ
扇
状
地
、
自
然
堤
防
帯
、
三
角
州
、
砂
州
・
砂
丘
の
順

に
配
列
し
て
太
平
洋
に
終
わ
る
。
市
街
地
の
大
部
分
は
高
度
約
二
〇

ｍ
以
下
の
自
然
堤
防
帯
や
後
背
湿
地
、
砂
州
上
に
位
置
し
て
い
る
。

本
地
域
の
地
殻
変
動
は
静
穏
で
、
市
域
周
辺
に
活
断
層
は
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、 
地
震
後
の
調
査
に
よ
り
平
野
地
下
に
多

数
の
断
層
群
が
推
定
さ
れ
、
地
震
危
険
度
評
価
は
再
検
討
を
要
す

る
（
図
１
参
照
）。

直
下
型
地
震
と
被
害

　

前
年
九
月
の
地
震
の
影
響
で
余
震
が
頻
発
す
る
二
〇
一一
年
二
月

二
二
日
、
昼
食
時
の
一二
時
五
一
分
、
市
中
心
か
ら
南
東
約
九
㎞
の
ポ
ー

ト
ヒ
ル
に
震
央
を
も
つ
モ
ー
メ
ン
ト
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍｗ
）
６・３
の

地
震
が
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
を
襲
っ
た
。
震
源
は
地
下
約
五
㎞
と
浅

く
、
激
し
い
上
下
動
と
周
期
の
長
い
横
揺
れ
が
続
い
た
。
死
者
一
八
一

名
の
う
ち
外
国
籍
は
八
〇
人
で
、
日
本
人
二
八
名
に
つ
い
で
中
国
人

二
三
名
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
一一
名
な
ど
ア
ジ
ア
系
が
九
五
％
を
占
め
る
。

建
物
一
万
件
以
上
が
被
災
し
て
い
る
が
、
原
形
を
留
め
な
い
ほ
ど
完
全

に
倒
壊
し
た
の
は
Ｃ
Ｔ
Ｖ 

・Pyure Gould

両
ビ
ル
の
み
で
象
徴
的

だ
。
こ
れ
ら
は
一
九
七
六
年
の
新
耐
震
基
準
以
前
の
不
適
合
建
物
で
あ

る
が
、
改
築
の
法
的
義
務
は
な
い
。
建
物
被
害
の
調
査
結
果
を
図
１

の
被
害
指
数
に
示
し
た
。
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
デ
ィ
ス
ト
リ
ク

ト
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）
内
の
建
物
二
九
四
〇
件
の
検
査
結
果
は
、
赤
（
危
険
）

が
二
六
％
と
四
分
の
一
を
占
め
、
緑
（
安
全
）
は
四
三
％
に
す
ぎ
な
い
。

レ
ン
ガ
造
り
の
歴
史
的
建
築
物
は
ほ
と
ん
ど
全
壊
ま
た
は
大
破
し
た
。

街
の
シ
ン
ボ
ル
大
聖
堂
や
カ
ト
リ
ッ
ク
ド
ー
ム
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
セ

ラ
ー
ホ
テ
ル
な
ど
五
〇
〇
件
以
上
が
取
り
壊
さ
れ
る
。
近
代
的
ビ
ル
が

図 1 クライストチャーチの概観と建物被害指数の分布
         被害指数＝（全壊家屋数＋半壊家屋×0.5）÷全家屋数（%）

【出典】筆者作成



64外交 Vol.12

大
被
害
を
受
け
た
主
要
因
は
、
九
月
と
二
月
の
性
質
の
異
な
る
二
回
の

強
い
地
震
動
を
受
け
構
造
的
破
損
が
累
積
し
た
た
め
と
推
定
さ
れ
る
。

　
一
方
、
南
部
の
ポ
ー
ト
ヒ
ル
の
高
級
住
宅
地
や
リ
ト
ル
ト
ン
で
は
約

半
数
の
建
物
が
危
険
判
定
を
受
け
る
激
甚
な
被
害
を
生
じ
た
。
こ
れ

は
断
層
上
盤
に
位
置
し
、
基
盤
岩
を
通
じ
て
直
接
強
い
地
震
動
が
伝

播
し
た
た
め
と
推
定
さ
れ
る
。
二
月
二
三
日
に
市
内
の
七
五
％
が
停
電
、 

二
五
日
に
は
八
〇
％
が
回
復
し
た
。
エ
イ
ボ
ン
川
下
流
の
東
部
で
再
び

大
規
模
な
液
状
化
が
発
生
、
断
水
に
よ
る
上
下
水
道
の
使
用
不
可
は

約
一
〇
万
人
に
の
ぼ
っ
た
。
余
震
の
続
発
に
よ
り
公
的
機
関
や
学
校
な

ど
が
休
止
、
生
活
の
混
乱
が
続
い
た
。
Ｃ
Ｂ
Ｄ
地
区
は
再
び
封
鎖
処
置

が
と
ら
れ
、
九
月
に
は
半
分
以
下
に
縮
小
さ
れ
た
。

　
一
年
後
の
二
月
で
も
同
地
区
の
封
鎖
は
続
い
て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
や

営
業
、
居
住
な
ど
が
停
止
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
現
在
も
許
可
を
得
な

け
れ
ば
立
入
が
認
め
ら
れ
な
い
。営
業
活
動
は
七
割
落
ち
込
ん
で
お
り
、

金
融
、
保
険
、
流
通
な
ど
の
業
種
は
周
辺
部
に
事
務
所
を
移
し
て
活

動
し
て
い
る
。
六
月
末
で
約
二
万
人
が
失
業
中
（
昨
年
は
三
〇
〇
〇
人
）

と
い
う
。観
光
客
と
留
学
生
の
受
入
れ
が
不
可
能
に
な
っ
て
い
る
。特
に
、

教
育
産
業
は
年
間
約
九
億
ド
ル
の
収
入
を
も
た
ら
し
た
が
、
安
全
に
不

安
を
感
じ
た
多
く
の
学
生
が
去
り
戻
っ
て
い
な
い
。
三
月
八
日
現
在
、

約
七・八
万
人
（
日
本
比
で
約
二
〇
〇
万
人
に
相
当
）
の
住
民
が
市
域

を
去
り
、
約
六
千
戸
の
住
宅
が
放
棄
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
東
部

か
ら
の
人
口
流
出
が
著
し
く
、
生
徒
数
の
二
割
減
の
た
め
教
員
三
五
〇

人
の
仕
事
が
な
く
な
っ
た
。
六
月
一
三
日
に
も
連
発
地
震
（
Ｍｗ
５・７

お
よ
び
６・０
）
が
発
生
、
約
六
〇
名
が
負
傷
、
中
心
部
の
建
物
被
害

は
さ
ら
に
拡
大
し
た
。
な
お
、
仮
設
住
宅
は
東
部
の
リ
ン
ウ
ッ
ド
公
園
、

北
方
の
カ
イ
ア
ポ
イ
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

緊
急
対
応
か
ら
復
興
計
画
へ

　

Ｃ
Ｂ
Ｄ
地
区
の
封
鎖
（
コ
ル
ド
ン
）
は
私
有
財
産
へ
の
ア
ク
セ
ス
さ
え

絶
つ
厳
し
い
処
置
で
あ
る
。
軍
と
警
察
、
政
府
と
市
か
ら
な
る
緊
急
対

応
セ
ン
タ
ー
が
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
設
置
さ
れ
、医
療
、健
康
、福
祉
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
な
ど
の
活
動
に
協
力
し
て
取
り
組
ん

だ
。
国
際
救
援
チ
ー
ム
が
続
々
と
到
着
、
日
本
の
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
も
Ｃ

Ｔ
Ｖ
ビ
ル
に
入
っ
た
。
地
震
直
後
か
ら
地
震
情
報
専
用
の
Ｈ
Ｐ
が
公
開

さ
れ
、
電
気
や
上
下
水
道
の
不
通
や
復
旧
、
避
難
所
や
配
給
所
、
給
水

車
の
位
置
、
道
路
や
橋
の
不
通
箇
所
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ 

封
鎖
地
区
な
ど
生
活
と

仕
事
に
不
可
欠
な
情
報
が
瞬
時
に
示
さ
れ
、か
つ
刻
々
更
新
さ
れ
て
い
っ

た
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
多
種
類
の
地
図
が
公
表
さ
れ
利
用
に
き
わ
め
て
便

利
だ
。

　

政
府
の
地
震
復
興
担
当
大
臣
と
し
て
閣
僚
の
ブ
ラ
ン
リ
ー
氏
を
任

命
、
復
興
事
業
を
取
り
仕
切
る
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
復
興
庁
（
Ｃ
Ｅ
Ｒ

Ａ
）が
組
織
さ
れ
、電
力
会
社
出
身
の
サ
ッ
ト
ン
氏
が
責
任
者
と
な
っ
た
。
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政
府
の
非
常
事
態
体
制
は
五
月
一
日
か
ら
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ａ
に
引
き
継
が
れ
て

い
る
。
六
月
二
三
日
に
政
府
の
復
興
支
援
計
画
が
公
表
さ
れ
た
。
被
災

地
を
次
の
四
ゾ
ー
ン
に
区
分
す
る
も
の
で
あ
る
（
図
２
参
照
）。

　

赤
は
液
状
化
に
よ
り
イ
ン
フ
ラ
や
建
物
被
害
が
深
刻
で
復
興
不
可

能
と
判
断
さ
れ
た
ゾ
ー
ン
で
あ
り
、
住
民
は
再
建
を
放
棄
し
他
地
区
へ

移
転
す
る
こ
と
と
な
る
。
市
内
で
約
五
〇
〇
〇
戸
、
郡
内
で
約
一
〇
〇

戸
が
対
象
に
な
る
。
政
府
は
土
地
ま
た
は
土
地
と
住
宅
を
二
〇
〇
七

年
の
評
価
額
で
買
い
取
る
。
一
二
月
か
ら
家
主
ら
と
の
具
体
的
な
交

渉
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
被
害
が
中
〜
大
規
模
で
六
月
の
地
震
に
よ
り
再
被
災
し
た

た
め
調
査
が
必
要
と
さ
れ
た
地
域
は
オ
レ
ン
ジ
と
さ
れ
た
。
こ
の
ゾ
ー

ン
は
今
後
の
調
査
に
よ
り
赤
か
緑
に
分
類
さ
れ
、
市
内
で
約
九
〇
〇
〇

戸
、
郡
内
で
約
一
五
〇
〇
戸
が
含
ま
れ
て
い
る
。
緑
で
は
、
現
位
置
で

再
建
や
修
理
を
行
う
。
市
内
で
約
一
〇
万
戸
が
対
象
で
、
修
理
や
再

建
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
白
は
Ｃ
Ｂ
Ｄ
や
非

居
住
区
な
ど
未
区
分
の
地
域
で
あ
り
、
六
月
地
震
に
よ
る
被
害
調
査

終
了
後
に
改
め
て
区
分
を
発
表
の
予
定
だ
。

　

復
興
事
業
の
基
本
的
枠
組
み
と
な
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
地
震
三
ヵ
月
後

に
公
表
し
た
こ
と
は
、
政
府
の
復
興
方
針
を
早
期
に
示
し
、
作
業
を

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
た
い
と
の
意
図
が
あ
る
。
住
民
か
ら
反
対
が
続
出
し

て
い
る
が
、
強
い
強
制
力
を
も
た
せ
て
決
行
す
る
方
針
で
あ
る
。
繰
り

返
し
液
状
化
を
生
じ
る
危
険
地
形
地
帯
を
居
住
不
適
域
と
す
る
厳
し

い
判
断
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、問
題
点
も
主
に
二
点
指
摘
さ
れ
る
。

第
一
に
、
国
の
地
震
保
険
の
た
め
の
地
震
委
員
会
（
Ｅ
Ｑ
Ｃ
）
に
よ
る

調
査
や
補
償
金
支
払
（
住
宅
は
一
〇
万
ド
ル
ま
で
、
家
財
は
二
万
ド
ル

ま
で
）
が
遅
れ
て
お
り
、
二
二
〇
チ
ー
ム
に
よ
る
被
害
調
査
は
完
了
し

図 2 政府の復興ゾーニング図
【出典】The Press Christchurch,　June 24, 2011.
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て
い
な
い
。
第
二
に
、
赤
ゾ
ー
ン
内
の
住
民
は
郊
外
に
住
宅
を
求
め
て

お
り
、
不
動
産
の
値
上
が
り
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
政
府
は
郊
外
南

西
部
の
ハ
ル
ス
ウ
エ
ル
、
リ
ン
カ
ー
ン
、
ロ
ー
ル
ス
ト
ン
、
北
部
の
ラ
ン

ギ
オ
ラ
で
用
地
を
買
収
、
住
宅
地
区
の
建
設
を
急
い
で
い
る
。
い
ず
れ

も
市
中
心
か
ら
約
二
〇
㎞
離
れ
た
農
牧
地
に
あ
る
（
図
１
参
照
）。

市
の
復
興
計
画

　

八
月
一一
日
パ
ー
カ
ー
市
長
が
Ｃ
Ｂ
Ｄ
の
復
興
計
画
案"city in a 

garden"

を
発
表
し
た
。
二
〇
一二
年
か
ら
一
〇
年
間
、
予
算
約
二
〇
億

Ｎ
Ｚ
ド
ル
を
投
資
し
て
根
本
的
改
造
を
め
ざ
す
大
プ
ラ
ン
で
あ
る
。
九

月
以
降
、
住
民
説
明
会
や
国
内
外
の
専
門
家
か
ら
意
見
聴
取
し
て
修

正
後
、
決
定
案
が
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
震
復
興
庁
（
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ａ
）
に
提
出

さ
れ
る
。
資
金
の
半
分
は
市
が
（
主
に
損
害
補
償
金
を
あ
て
る
）、
残

り
は
国
と
個
人
投
資
家
に
頼
る
。

　

復
興
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
示
せ
ば
、
緑
化
・
コ
ン
パ
ク
ト
・
利
便
性
・

追
憶
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
主
な
事
業
計
画
は
次
の
五
点
で
あ
る
。

①
河
川
整
備
：
エ
イ
ボ
ン
川
の
公
園
化
の
た
め
河
岸
地
を
拡
張
し
て
市

内
を
貫
く
連
続
的
な
緑
地
帯
を
作
り
、
歩
道
と
自
転
車
道
を
整
備
す

る
。
②
低
層
Ｃ
Ｂ
Ｄ
の
創
出
：
五
〇
〇
件
を
超
え
る
被
災
ビ
ル
を
解
体
、

新
築
ビ
ル
に
は
高
度
制
限
を
設
け
る
こ
と
に
よ
る
低
層
Ｃ
Ｂ
Ｄ
の
創
出

で
あ
る
。
高
度
制
限
は
中
心
部
で
は
最
高
二
九ｍ
（
七
階
）
以
下
と
し
、

周
辺
へ
段
階
的
に
低
く
す
る
。
中
心
部
の
狭
い
範
囲
を
集
約
的
に
再
開

発
し
、
周
辺
に
居
住
地
区
を
配
置
し
て
活
性
化
を
ね
ら
う
。
③
ラ
イ

ト
レ
ー
ル
の
新
設
：
Ｃ
Ｂ
Ｄ
か
ら
病
院
や
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
学
等
の
公

共
施
設
を
結
び
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
に
居
住
す
る
学
生
数
を
増
や
す
。
④
新
た
な

公
共
施
設
の
整
備
：
市
民
生
活
の
充
実
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
、
図
書
館
、
会
議
場
、
劇
場
な
ど
を
新
設
す
る
。
⑤
地
震
の
記
憶

装
置
の
建
設
：
大
聖
堂
広
場
を
緑
地
化
し
メ
モ
リ
ア
ル
を
新
設
す
る
。

併
せ
て
地
震
博
物
館
と
研
究
施
設
も
創
設
す
る
。

　

こ
れ
ら
は
既
存
の
歴
史
都
市
の
価
値
か
ら
転
換
し
、
新
た
な
二
一
世

紀
指
向
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
エ
コ
タ
ウ
ン
を
創
造
す
る
斬
新
な
復
興
計
画

と
い
え
る
。
こ
れ
が
実
現
で
き
る
か
ま
だ
不
透
明
な
状
況
で
あ
る
が
、

そ
の
実
現
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。

　

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
ー
と
し
て
庭
園
や
緑
濃
い
並
木
と
伝
統
的
な
レ
ン

ガ
建
物
群
で
観
光
地
と
し
て
人
気
の
高
か
っ
た
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ

は
三
回
の
地
震
に
よ
っ
て
大
き
な
破
壊
を
受
け
た
。
現
在
も
大
聖
堂
を

中
心
に
Ｃ
Ｂ
Ｄ
中
心
部
は
立
ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
、
営
業
と
市
民
生
活

は
停
止
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
し
か
し
、
五
ヵ
月
以
内
に
政
府
と
市
の
復

興
計
画
が
出
そ
ろ
っ
た
。
国
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
大
胆
な
安
全
性
優
先
で

あ
り
、
市
は
コ
ン
パ
ク
ト
か
つ
エ
コ
指
向
の
革
新
的
な
復
興
プ
ラ
ン
を
公

表
、
強
い
意
志
を
も
っ
て
実
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
東
日
本
震
大
災

の
復
興
を
考
え
る
際
に
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
■




